




1 はじめに 

日本社会は,あと 20年足らずで 21 世紀を迎える。この新しい世紀がどんな時代になるのか

は,われわれすべてにとって重大な関心事である。戦後 30 年の間に起こった人口動態の激

変は,日本社会独特な世代構成を斉したが,21 世紀にはその延長として逆ピラミッド型の

人口構成が出現し,巨大な老年人口と比較的に少ない青壮年人口という困難な問題に直面

することになる。これは,終戦後のほぼ10 年間継続したベビー・ブームが,その後沈静して

少産少死型の人口動態に移行したために生ずる現象であるが,これが 21世紀の日本社会に

与える影響は,まことに大きいものと考えられる。核家族化の進行も,今後の大きな問題で

ある。地域連帯感が稀薄化した社会の中で,核家族化した家族が生活を送るということの影

響は,人々の上に色々な形で蔭を落すに相違ない。 

「世代間の断絶」ということが言われ始めて既に幾多の年月を重ねているが,この断絶は今

後ますます拡大する傾向にある。老令化・核家族化あるいはその他様々な変化に対応しな

がら,世代間の断絶を出来るだけ狭めて行くにはどうしたらよいか,それを考え,回答を出

し,回答を実行していくことが,20 世紀から 21 世紀へのバトン・ターチをスムースにする

道である。 

以上のようなことから,われわれは,戦後 30 年間におきた様々な社会的事業とそれが家庭

生活に与えて来た影響を分析し,この分析を基礎として 21 世紀の家庭像ヘアブローチする

ことにした。 


